
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

在
日
朝
鮮
人
詩
人
・
金
時
鐘
が
一
九
七
〇
年
に
刊
行
し
た
長
篇
詩
集｢

新
潟｣

は
、
在
日
朝
鮮
人
の
北
朝
鮮
へ
の｢

帰
国
事
業｣

を
日
本
が
官
民
あ
げ
て
支
援
し
た
五

〇
年
代
末
よ
り
構
想
さ
れ
、
日
本
語
に
よ
る
詩
作
が
指
弾
さ
れ
、
北
朝
鮮
へ
の
渡
航
が
拒
否
さ
れ
た
時
代
に
書
き
つ
が
れ
、｢

発
狂
し
な
か
っ
た
の
が
不
思
議
だ
っ
た｣

ほ
ど
の
精
神
的
苦
境
期
に
完
成
し
な
が
ら
、
公
表
ま
で
約
十
年
を
要
し
た
、
複
雑
な
構
成
を
も
つ
叙
事
詩
で
す
。
分
断
さ
れ
た
祖
国
を
隔
て
る
国
境
と
い
う
壁
を

突
き
抜
く
道
を
、
日
本
と
い
う
場
所
で
、
詩
的
想
像
力
に
よ
っ
て
生
み
出
そ
う
と
し
た
こ
の
壮
絶
な
試
み
を
、
帰
国
事
業
の
受
け
入
れ
港
で
あ
り
、
詩
の
舞
台
と
な
っ

た
土
地
、
新
潟
で
読
み
解
き
ま
す
。 

 

 

金時鐘の「新潟」を新潟で読む 

 
目
に
映
る 

通
り
を 

道
と 

決
め
て
は
な
ら
な
い
。 

誰
知
ら
ず 

踏
ま
れ
て
で
き
た 

筋
を 

道
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
。 

海
に
か
か
る 

橋
を 

想
像
し
よ
う
。 

地
底
を
つ
ら
ぬ
く 

坑
道
を 

考
え
よ
う
。 

意
志
と
意
思
と
が 

か
み
合
い 

天
体
を
も
つ
な
ぐ 

ロ
ケ
ッ
ト
の 

露
地
で 

割
ら
れ
た 

メ
ガ
ネ
か
ら 

蛭
を 

こ
ぼ
し 

落
と
し 

妄
執
が
叫
ぶ
の
だ
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誰
も
知
ら
な
い
。 

ぼ
く
を
抜
け
出
た 

す
べ
て
が
去
った
。 

茫
洋
と
ひ
ろ
が
る
海
を 

一
人
の
男
が 

歩
い
て
い
る
。 

 

 

ま新しい潟をもとめて―― いま金時鐘を新潟で読むこと  
9月 9日（金）19:00～20:30 
講師：細見和之（詩人・京都大学教授・大阪文学学校校長・ドイツ思想） 
 
 
 
長篇詩集「新潟」と「帰国事業」の時代  
9月 16日（金）19:00～20:30 
講師：森沢真理（新潟日報論説編集委員室長） 
 
 
 
沖縄で読む「新潟」と作品が生まれるまで  
9月 24日（土）15:00～16:30 
講師：阪田清子（美術家） 聞き手：大倉宏(砂丘舘館長) 
 
 
 
ラウンドテーブルトーク「金時鐘の「新潟」を新潟で読む」  
9月 27日（火）13:30～15:30 
お話：金時鐘＋郭炯徳(カク･ヒョンドク 韓国語訳｢新潟｣翻訳者・韓国科学技術院 KAIST教授） 
＋阪田清子＋藤石貴代(新潟大学准教授・朝鮮近代文学) 
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各回ごとのご参加も可能です。 詳細は裏面に。 

た
だ
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と
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国
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等
分
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れ
る
日
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人
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こ
ぞ
って 

死
の
白
票
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投
じ
た
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町
で 

谷
で 

死
者
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五
月
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ト
マ
ト
の
よ
う
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熟
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た
だ
れ
た
。 

捕
え
た
数
が 

奪
った
命
を 

は
る
か
に 

上
ま
わ
った
と
き 

海
へ
の 

搬
出
は 

始
ま
った
。 

 

水と土の文化創造都市市民プロジェクト 2016 

想像しよう――海にかかる橋を 
金時鐘の長篇詩集「新潟」をめぐって 

金時鐘 詩集「新潟」1970/構造社 
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セ ミ ナ ー  
 

主催：砂丘館 
（指定管理者：新潟絵屋・新潟ビルサービス特定共同企業体） 



 

[１] 
ま新しい潟をもとめて―― いま金時鐘を新潟で読むこと  
9月 9日（金）19:00～20:30  講師：細見和之 
 
 
[２] 
長篇詩集「新潟」と「帰国事業」の時代  
9月 16日（金）19:00～20:30  講師：森沢真理 
 
 
[３] 
沖縄で読む「新潟」と作品が生まれるまで  
9月 24日（土）15:00～16:30  講師：阪田清子 聞き手：大倉宏 
 
 
[4] 
ラウンドテーブルトーク「金時鐘の「新潟」を新潟で読む」  
9月 27日（火）13:30～15:30   
お話：金時鐘＋郭炯徳＋阪田清子＋藤石貴代 

 

セミナー 金時鐘の「新潟」を新潟で読む 
『新潟』に四･三事件の記憶がこのような形で組み込ま

れていることは、まさしく二十世紀の初頭に入って作者

自身が四･三事件について公的に語り始めたことによっ

て、ようやく私たちにも明らかになったことなのである。そ

れまでは、テクストの気密性はあまりに高く、私たちは―

―少なくとも私は――その深部に足をおろし、目を届か

せることが容易ではなかったのだ。 

 しかも『新潟』というテクストを複雑にしているのは、全

編をつうじて「ぼく」のメタモルフォーゼの劇が貫かれてい

ることだ。それは一匹の「みみず」がついに「一人の男」

へと「復活」を果たしていく物語だが、この「みみず」は蛭

や蚕の蛹、唖蝉などに変態を遂げるだけではなく、「ぼく」

の分身のようなもうひとりの人格にもしばしば姿を変える

のである。端的に言うと金時鐘はここで、中心に置かれ

ている「ぼく」と一見して対蹠的･対立的な同胞をも、もう

ひとりの「ぼく」（あるいは「あいつ」）として表象しているの

である。その結果、すべての登場人物が「ぼく」の部分的

な人格、いわばありえた「ぼく」のひとつのありかたとして

記述されるのである。 

細見和之『ディアスポラを生きる詩人 金時鐘』（2011）より 

会場：砂丘館 座敷・居間・茶の間 

参加料：1～3/各回 800 円（定員 20 名）  4/1.000 円（定員 30 名） 

お申し込み：電話・ファックス（025-222-2676）または 

E メール（sakyukan@bz03.plala.or.jp）で砂丘館へ 

＊ファックス・メールの方は催事名、お名前、電話番号、人数を併記してください。 

金時鐘（キム・シジョン） 

詩人。1929 年釜山生まれ。済州島で育つ。48 年の済州島四・三事件を経て来日。50 年頃から日本語による詩作を始め、53

年詩誌『ヂンダレ』創刊。在日朝鮮人団体の文化関係の活動に関わるが、運動の路線転換以後、批判を受け組織運動を離

れ、日本語による詩作を中心に、批評、講演などの活動を続ける。詩集に『地平線』（1955/ヂンダレ発行所）、『日本風土記』

（1957/国文社）、長篇詩集『新潟』（1970/構造社）、『光州詩片』（1983/福武書店）、『原野の詩』（1991/立風書房）、『化

石の夏』（1998/海風社）、『失くした季節』（2010/藤原書店 高見順賞受賞）など。2015 年四・三事件の記憶をはじめて綴っ

た自伝的回想記『朝鮮と日本に生きる』（2015/岩波書店）で大佛次郎賞を受賞。 

長篇詩集「新潟」 

1959年新潟から北朝鮮への「帰国事業」＊第一便が出港した翌年には原稿がほぼ出来上がっていたと言われる。しかし当

時詩人が属していた組織から、日本語による詩作や表現が厳しい批判にさらされ、出版は 1970 年になって実現した。全体

が「雁木の歌」「海鳴りのなかを」「緯度が見える」の３部構成をとる壮大な叙事詩である。 
 
＊1950 年代末から 1984 年にかけて行われた在日朝鮮人とその家族の、朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）への集団

的な永住帰国または移住事業。新潟赤十字センターで渡航者の最終意思確認と手続きが行われた。 

＊済州島四・三事件 
1948年 4 月 3日に在朝鮮アメリカ陸軍司令部軍政庁支配下にある南朝鮮
（現在の大韓民国）の済州島で起こった島民の蜂起にともない、南朝鮮国防
警備隊、韓国軍、韓国警察、朝鮮半島本土の右翼青年団などが 1954年 9
月 21日までの期間に引き起こした島民虐殺事件。 
 

 

 

 

【同時期開催の催しのご案内】 
 
新潟国際情報大学・新潟日報社 連携  
 
金時鐘 文化講演会「詩について思うこと、考えること」  
 
2016年 9月 25日（日）14:30～16:00 
 
会場：新潟国際情報大学 新潟中央キャンパス９階講堂 

（新潟市中央区上大川前通７） 
 
定員：１５０名（先着順、入場券を送付） /聴講無料 
 
協力:砂丘館 
 
お申し込み：往復はがき、またはＥメールで郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、 
 「金時鐘講演会」と明記し、下記の住所・アドレスまで送る。 
 

〒951-8068 新潟市中央区上大川前通 7番町 1169  
新潟国際情報大学中央キャンパス宛 
E-mail : chuo@nuis.ac.jp 

申し込み締切： 9月 12日（月）必着 
問合せ：新潟国際情報大学中央キャンパス TEL 025-227-7111 

長篇詩集「新潟」をモチーフにした作品を展示 

阪田清子展 

対岸 循環する風景 

2016 年８月２３日（火）～１０月 2日（日） 

9：00～21：00 

会場：砂丘館ギャラリー（蔵）ほか 

観覧無料 

休館日：月曜日（９/１９は開館）、9/20、23 

主催：砂丘館 

（指定管理者：新潟絵屋・新潟ビルサービス特定共同企業体） 

mailto:sakyukan@bz03.plala.or.jp

